




上  平  幸  好
Earthworms from the central part of Hokkaido district, Japan, together with 









































































　Genus  Amynthas  Kinberg, 1867 (s. lat)
　　　　 A. acinctus  (Goto & Hatai, 1899)　
　　　　 A. agrestis   (Goto & Hatai, 1899)　
　　　　 A. divergens  (Michaelsen, 1892)　
　　　　 A. hilgendorﬁ  (Michaelsen, 1892)　
　　　　 A. irregularis   (Goto & Hatai, 1899)　
　　　　 A. megascolidioides (Goto & Hatai, 1899)
　　　　 A. phaselus (Hatai,1930)　
　　　　 A. vittatus (Goto & Hatai, 1898)　





　　　　 Ap. rosea (Savingny,1826)　
　　　　 Ap. trapezoides (Duges, 1828)　
　Genus  Dendrobeana
　　　　 D. octaedra (Savingny,1826)
　Genus  Dendrodrilus
　　　　 Den. rubidus tenuis Beddard, 1891  
　Genus  Eisenia
　　　　 E. fetida  (Savingny,1826)　
　　　　 E. japonica  (Michaelsen, 1891)　
　道中央部では過去にAmynthas (Pheretima) 
acinctus, A. hupeiensis, A. maculosus, A. oyamai，
の採集記録がある 15,19)。このうちA. maculosus 




結果を北海道の南西部 25 種 20)、道南東部 17 種
21)、道北東部 16 種 22) と東北地方の 6県（青森
20 種、秋田 16 種、岩手 19 種、山形 17 種、宮
城 22 種、福島 26 種）23-29)、ならびに中部地方
の 6 県（富山 31 種、長野 26 種、岐阜 28 種、









現率「( 出現地点数 / 全調査地点数 ) × 100」は
80.3％であった（表 1）。次いで多く出現したの
はA. vitattus（53.0％）とA. irregularis  (45.5％ )




























































熟土と黒ボク土との比較では、Z0 ＝ 0.6327 で、
P＝ P(|Z| ≧ 0.6327) なる確率を正規分布表より





















木と泥炭土との場合には、Z0 ＝ 6.4785 で、P＝



































＝ 3.3489 で、P＝ P(|Z| ≧ 3.3489 ) なる確率を


















































の比較をした。Z0 ＝ 4.1852 であり、P ＝ P(|Z|
≧ 4.1852) なる確率を正規分布表より求めと、

















Z0 ＝ 4.8055 であり、P＝ P(|Z| ≧ 4.8055) なる





















と低い泥炭土との比較では、Z0 ＝ 2.4522 で、P
＝ P(|Z| ≧ 2.4522) なる確率を正規分布表より求





















Z0 ＝ 2.2941 であり、P＝ P(|Z| ≧ 2.2941) なる



























た。Z0 ＝ 3.0534 で、P ＝ P(|Z| ≧ 3.0534) なる
確率を正規分布表より求めると、0.002 ＜ P ＜























で、P＝ P(|Z| ≧ 1.2243) なる確率を正規分布表
















黒ボク土との比較検定をした。Z0 ＝ 1.0808 で、
P＝ P(|Z| ≧ 1.0808) なる確率を正規分布表より














































示し、一般の土壌に比べて Ca, K, P, Fe, Cu, Zn な
どの成分が不足している特徴があると指摘され
ている 52)。この土壌にAmynthas divergens・A. 
phaselus・A. acinctus は出現していない。また、
火山放出物未熟土は軽石やスコリア（多孔質で









































































































ると、2 科 5 属 19 種が棲息していることに
なる。出現率より判定した当地域の最優占種
はAmynthas hilgendorﬁ（85.5 ％）であり、A. 
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